
5 0 新潟医学会雑誌 第 1 1 9 巻 第 1 号 平成 1 7 年 (2 0 05) 1 月

2 4　環系抗うつ薬（トフラニール）による循環不

全に対し経皮的心肺補助法を施行した 1 例
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新潟市民病院救命救急セ ン タ ー

症例 は 3 2 才女性. 三環系抗うつ 薬を含む数種

類の 内服薬を大量服用後, 1 0 数時間して 体位変換

を契機に徐脈となり脈拍触知不能と な っ た . 三環

系抗うつ 薬の キニ ジ ン様作用 による シ ョ ッ ク と判

断し, 人工呼吸管理を開始する とともに経皮的心

肺補助法 ( P C P S) を導入 した . 翌日循環作動薬

の みで循環維持が可能 と判断し P C P S より離脱 し

た. 環系抗うつ 薬は抗 コ リ ン作用により腸煽動が

抑制 され, 薬理作用の 発現
･ 消退に時間を要すこ

とがある . 当初は軽症に見えて も吸収が進む につ

れ, 本例の ように突如循環不全を来すこ ともある.

ひ とたび循環不全 に陥 っ た場合には薬剤抵抗性で

ある こ とが十分考 えられ, また薬剤が代謝
･ 排池

されれば予後の 改善が期待で き る こ とか ら P C P S

の 良い 適応と考 えられた .

2 5 　 新 潟 大 学 医 歯 学 総 合 病 院 研 修 医 A C L S コ ー
ー

に つ い て

本 多 忠 幸 ・ 遠 藤 裕

新潟大学医歯学総合病院救急部

【は じめ に】 新潟大学医歯学総合病院 で は, 平成

1 6 年度 か ら卒後臨床研修ロ ー テ ー シ ョ ンが 開始

され, それに伴っ て A CI ,S に準拠した指導内容の

心肺蘇生法講習会を開催 した .

･【コ ー ス概要】 対象は, 平成 16 年度新人研修 医

4 4 名で, 1 日 コ
ー ス の講習会を 2 日間連続で行 っ

た
.

コ ー ス 内容は, 座学を短時間にとどめ, 実技

主体の プロ グ ラム を設定した .

【ア ン ケ
ー

ト結果】 コ
ー

ス 内容の 印象は , ｢講習

会の 時間が短 い+ と い う他は, 概ね良好であ っ た .

受講者 の 自己評価で は ｢ 適切 なチ
ー ム 蘇生 の 習

得+ , ｢ 1 次
･ 2 次 の A B C D 評価+ , ｢ B L S や A E D

の 習得+ , ｢除細動の 適応判断と安全使用+ に つ い

て は 80 % 以上が 目標達成 したと した .

【考察】 心肺蘇生法講習会は, イ ンス ト ラ ク タ
ー

側 へ の 負担が大き か っ た . また
, 研修医の モ チ ベ

ー

シ ョ ンにか なりの 差が認められ, 必修化に伴う

問題点 と考えられた .
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11　クレチン症マススクリーニングの精度向上を

目指して～すべての新生児に対して生後4～

7 日 に 検 査 を ～
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小児科学分野

ク レ チ ン症 マ ス ス ク リ ニ ー ニ ン グの 目的は , 甲

状腺機能低下症児を早期に診断 し, 適切な治療に

より後遺症を回避 し, 正常な発育発達をもたらす

ことである . 早期発見の 目的を達成する ため には,

まずすべ て の新生児に対して 日齢 4 -

6 日目で初




